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1.  平成22年1月期第1四半期の業績（平成21年2月1日～平成21年4月30日） 

(2) 財政状態 

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率） 

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年1月期第1四半期 18,609 ― △372 ― △375 ― △617 ― 
21年1月期第1四半期 17,218 ― △179 ― △176 ― △106 ― 

1株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後1株当たり四半期 

純利益 
円 銭 円 銭 

22年1月期第1四半期 △90.41 ― 
21年1月期第1四半期 △15.63 ― 

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 
百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年1月期第1四半期 27,105 6,076 22.4 889.09 
21年1月期 28,334 6,679 23.6 978.74 

（参考） 自己資本   22年1月期第1四半期  6,067百万円 21年1月期  6,679百万円 

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無 

1株当たり配当金 
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年1月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00 
22年1月期 ― 
22年1月期 

（予想） 
0.00 ― 6.00 6.00 

3.  平成22年1月期の業績予想（平成21年2月1日～平成22年1月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率） 

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期 

純利益 
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第2四半期 
累計期間 

40,000 7.0 △100 ― △100 ― △100 ― △14.65 

通期 83,000 7.2 500 197.5 500 134.6 100 △62.2 14.65
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有 

[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 
② ①以外の変更 無 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年1月期第1四半期 6,941,350株 21年1月期  6,941,350株 
② 期末自己株式数 22年1月期第1四半期  116,447株 21年1月期  116,447株 
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年1月期第1四半期 6,824,903株 21年1月期第1四半期 6,839,587株 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用 

指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
本資料に記載されている事業予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については３ページ【定性的情報・財務諸表等】「3.業績予 
想に関する定性的情報」をご覧ください。
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当第１四半期会計期間における北海道地域の経済は、公共投資は上昇傾向にあるものの、生産活動は急
速に低下し、個人消費は一段と弱い動きになっており、前事業年度よりも更に厳しい状況下にあります。
当社の属するスーパーマーケット業界では、お客さまの節約志向がより一層強まる中、業種・業態を越

えた競争が一段と激化しております。 
このような経営環境の下、当社は、店舗の営業力強化の取り組みとして、電子マネー「ＷＡＯＮ(ワオ

ン）」の取り扱い拡大による固定客の増大に努めるとともに、３月より、ナショナルブランド及びイオン
グループのプライベートブランド「トップバリュ」合計670品目を順次値下げいたしました。また、不振
店対策に努力を傾注するとともに、品揃え価格体系の再整備として立地及び店舗規模に応じた品揃えの見
直しにも着手いたしました。 
新たな取り組みでは、３月より毎月第３土曜・日曜日に、道内各地から取り寄せた旬の食材を販売する

「イオン 道産デー」を開始し、道産食材の消費拡大への貢献に努めました。 
 既存店の活性化では、２月に赤平店（赤平市）を改装し、品揃えの見直し及び宅配専用窓口を設ける
等、地域特性に対応した売場づくりに努めました。 
これらの結果、当第１四半期会計期間の営業収益は、上記の取り組み及び2008年４月１日に株式会社ジ

ョイとの合併等により前年同四半期比8.1％増加の186億９百万円となりました。また、営業利益及び経常
利益は、営業収益の増加があったものの、新たに２月度、３月度のジョイ店舗の販売費及び一般管理費が
加わったこと等により前年同四半期比11.7％増加し３億72百万円の営業損失（前年同四半期１億79百万円
の営業損失）、３億75百万円の経常損失（前年同四半期１億76百万円の経常損失）となりました。四半期
純利益は、投資有価証券の評価損及び固定資産の減損損失等の発生により６億17百万円の四半期純損失
（前年同四半期１億６百万円の四半期純損失）となりました。 
  

※前年同四半期増減率・金額は参考として記載しております。 

  

（資産） 
流動資産は、前事業年度末に比べ８億50百万円減少し、67億79百万円となりました。これは、現金及び

預金が７億２百万円、売掛金が２億21百万円それぞれ減少し、未収入金が82百万円増加したこと等により
ます。 
固定資産は、前事業年度末に比べ３億78百万円減少し、203億25百万円となりました。これは、固定資

産の減損により１億97百万円、建設協力金が１億94百万円減少したこと等によります。 
この結果、総資産は、前事業年度末に比べ12億28百万円減少し、271億５百万円となりました。 
  
（負債） 
流動負債は、前事業年度末に比べ７億93百万円減少し、138億円となりました。これは、買掛金が21億

92百万円、設備関係支払手形が２億23百万円それぞれ減少し、短期借入金が14億２百万円増加したこと等
によります。 
固定負債は、前事業年度末に比べ１億68百万円増加し、72億28百万円となりました。これは、長期借入

金が２億24百万円増加したこと等によります。 
この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ６億25百万円減少し、210億29百万円となりました。 
  

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べ６億３百万円減少し、60億76百万円となりました。これは、利益剰
余金が６億57百万円減少したこと等によるものです。 

  

当第１四半期会計期間の営業損失等は、見込まれた数値の範囲であり、2009年３月18日に公表いたしま
した2010年１月期の業績予想に変更はありません。 
  

 【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報

3. 業績予想に関する定性的情報
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①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（棚卸資産の評価方法） 

 当第1四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

（経過勘定項目の算定方法） 

 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

会計処理基準の変更 

①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財

務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

②通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として売価還元法による原価法によって

おりましたが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９

号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として売価還元法による原価法（貸借対照表価

額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算出しております。なお、この変更に

よる当第１四半期会計期間に及ぼす影響額は軽微であります。 
  

4. その他
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：千円) 

当第１四半期会計期間末 
(2009年４月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(2009年１月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 492,820 1,195,152 

売掛金 386,088 607,186 

商品 2,306,889 2,349,365 

貯蔵品 19,557 19,645 

繰延税金資産 225,709 178,988 

未収入金 2,407,871 2,325,721 

その他 978,049 987,202 

貸倒引当金 △37,181 △33,435 

流動資産合計 6,779,805 7,629,826 

固定資産 

有形固定資産 

建物 5,772,977 5,933,680 

土地 3,157,685 3,155,426 

その他 2,103,410 2,065,939 

有形固定資産合計 11,034,073 11,155,047 

無形固定資産 27,403 30,814 

投資その他の資産 

投資有価証券 143,266 151,472 

繰延税金資産 1,081,895 1,102,306 

敷金 4,052,172 4,055,209 

建設協力金 3,478,807 3,673,694 

その他 808,394 837,925 

貸倒引当金 △300,300 △301,857 

投資その他の資産合計 9,264,236 9,518,751 

固定資産合計 20,325,713 20,704,612 

資産合計 27,105,519 28,334,439 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 6,364,684 8,585,242 

短期借入金 1,675,519 273,132 

1年内返済予定の長期借入金 1,946,164 1,890,410 

未払法人税等 20,404 45,343 

引当金 81,757 89,244 

設備関係支払手形 567,572 791,523 

その他 3,144,390 2,919,315 

流動負債合計 13,800,493 14,594,211 

固定負債 

長期借入金 5,332,335 5,107,760
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(単位：千円) 

当第１四半期会計期間末 
(2009年４月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(2009年１月31日) 

引当金 377,239 376,753 

その他 1,519,046 1,575,922 

固定負債合計 7,228,621 7,060,436 

負債合計 21,029,114 21,654,647 

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,176,445 1,176,445 

資本剰余金 1,206,839 1,206,839 

利益剰余金 3,867,973 4,525,962 

自己株式 △200,743 △200,743 

株主資本合計 6,050,513 6,708,502 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 17,422 △28,710 

評価・換算差額等合計 17,422 △28,710 

新株予約権 8,468 － 

純資産合計 6,076,404 6,679,791 

負債純資産合計 27,105,519 28,334,439
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(2)【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

(単位：千円) 

当第１四半期累計期間 
(自 2009年２月１日
 至 2009年４月30日) 

売上高 18,257,057 

売上原価 14,029,241 

売上総利益 4,227,815 

その他の営業収入 352,727 

営業総利益 4,580,543 

販売費及び一般管理費 4,952,882 

営業損失（△） △372,339 

営業外収益 

受取利息 14,011 

その他 8,451 

営業外収益合計 22,462 

営業外費用 

支払利息 24,005 

その他 1,243 

営業外費用合計 25,248 

経常損失（△） △375,125 

特別利益 

貸倒引当金戻入額 205 

特別利益合計 205 

特別損失 

固定資産除却損 4,924 

減損損失 197,602 

投資有価証券評価損 60,030 

特別損失合計 262,558 

税引前四半期純損失（△） △637,477 

法人税、住民税及び事業税 11,562 

法人税等調整額 △32,001 

法人税等合計 △20,438 

四半期純損失（△） △617,039
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第１四半期累計期間 
(自 2009年２月１日
 至 2009年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税引前四半期純損失（△） △637,477 

減価償却費 291,746 

減損損失 197,602 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 486 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,188 

役員業績報酬引当金の増減額（△は減少） 981 

受取利息及び受取配当金 △14,335 

支払利息 24,005 

固定資産除却損 4,924 

投資有価証券評価損益（△は益） 60,030 

売上債権の増減額（△は増加） 221,097 

たな卸資産の増減額（△は増加） 42,563 

未収入金の増減額（△は増加） △82,149 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,220,558 

未払金の増減額（△は減少） △137,500 

未払費用の増減額（△は減少） △20,821 

未払消費税等の増減額（△は減少） 53,487 

預り金の増減額（△は減少） 270,013 

預り保証金の増減額（△は減少） △35,760 

その他 12,582 

小計 △1,966,893 

利息及び配当金の受取額 9,986 

利息の支払額 △30,254 

法人税等の支払額 △36,501 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,023,662 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △478,577 

敷金の差入による支出 △1,373 

敷金の回収による収入 4,411 

建設協力金の回収による収入 186,731 

その他 △37,555 

投資活動によるキャッシュ・フロー △326,363 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,402,387 

長期借入れによる収入 1,000,000 

長期借入金の返済による支出 △719,671 

配当金の支払額 △35,022 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,647,694 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △702,332
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（単位：千円） 

当第１四半期累計期間 
(自 2009年２月１日
 至 2009年４月30日) 

現金及び現金同等物の期首残高 1,195,152 

現金及び現金同等物の四半期末残高 492,820

マックスバリュ北海道㈱　（7465）　2010年１月期第１四半期決算短信

9



当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表

等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

（1）（要約）四半期損益計算書 

 前第1四半期累計期間（2008年２月１日～2008年４月30日） 

 
  

「参考資料」

科目

前年同四半期
(2009年１月期第１四半期)

金額(千円)

Ⅰ 売上高 16,893,740

Ⅱ 売上原価 12,962,357

   売上総利益 3,931,382

Ⅲ その他の営業収入 324,929

  営業総利益 4,256,312

Ⅳ 販売費及び一般管理費 4,435,921

   営業損失（△） △179,609

Ⅴ 営業外収益 23,457

  受取利息 13,429

  その他 10,027

Ⅵ 営業外費用 20,073

  支払利息 15,962

  その他 4,111

   経常損失（△） △176,226

Ⅶ 特別利益 13,819

  工事負担金受入額 13,819

Ⅷ 特別損失 ―

   税引前四半期純損失（△） △162,407

 法人税、住民税及び事業税 9,934

 法人税等調整額 △65,409

   四半期純損失（△） △106,932
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（2）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

前第1四半期累計期間（2008年２月１日～2008年４月30日） 

 
  

  

前年同四半期
(2009年１月期第１四半期)

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税引前四半期純損失（△） △162,407

  減価償却費 242,912

  退職給付引当金の増加額 4,674

  受取利息及び受取配当金 △13,429

  支払利息 15,962

  売掛金の増加額 △31,124

  たな卸資産の増加額 △13,436

  未収入金の減少額 212,456

  仕入債務の減少額 △131,006

  未払金の減少額 △206,310

  未払費用の増加額 145,063

  未払消費税等の増加額 56,175

  預り保証金の増加額 10,967

  その他 △1,999

     小計 128,498

  利息及び配当金の受取額 9,088

  利息の支払額 △12,917

  法人税等の支払額 △117,163

 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,505

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  有形固定資産の取得による支出 △258,978

  敷金の支払による支出 △101,195

  敷金の回収による収入 3,615

  建設協力金の支払による支出 △233,000

  建設協力金の回収による収入 160,024

  その他 55,240

 投資活動によるキャッシュ・フロー △374,294

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  短期借入金の増加額 1,079,678

  長期借入金の返済による支出 △457,800

  配当金の支払額 △48,818

 財務活動によるキャッシュ・フロー 573,060

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額 206,271

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 242,998

Ⅵ 合併による現金及び現金同等物の増加額 196,008

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 645,277
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